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今
年
の
静
中
静
高
同
窓
会
総
会

は
、
幹
事
は
86
期
が
務
め
ま
す
。

三
月
か
ら
準
備
委
員
会
を
発
足
し

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

期

日：

一
一
月
三
日
（
土
）

会

場：

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

静
岡

会

費：

八
、
〇
〇
〇
円

総

会：

一
五
時
開
始

記
念
講
演
会

講
師

86
期

伊
藤
元
重
（
東

京
大
学
大
学
院
経
済
研

究
科
教
授
・
総
合
研
究

開
発
機
構
理
事
長
）

演
題
「
日
本
経
済
の
課
題
」

少
子
高
齢
化
・
グ
ロ
ー

バ
ル
化
な
ど
の
環
境
の
中

で
、
日
本
人
が
豊
か
な
生

活
を
築
い
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
課

題
が
あ
る
の
か
。
そ
う
し

た
政
策
が
実
行
さ
れ
た
と

き
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど

の
よ
う
に
変
っ
て
い
く
の

か
。

懇
親
会：

一
七
時
開
始

既
に
各
期
代
表
、
各
地
区
代
表

に
案
内
状
と
チ
ケ
ッ
ト
を
送
り
、

九
月
上
旬
に
第
一
次
中
間
集
計
を

行
な
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
席
に

余
裕
が
あ
り
ま
す
。
同
期
、
会
社
、

地
域
の
同
窓
生
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
声
を
掛
け
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
の
お
申
込
は

新
村
隆
司

（
静
岡
合
羽
橋
新
村
商
店
）

電
話〇

五
四
―
二
五
一
―
一
一
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
四
―
二
五
一
―
一
一
五
三

メ
ー
ル
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静
岡
駅
前
紺
屋
町
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

静
岡
市
に
お
け
る
最
初
の
再
開

発
事
業
は
、
昭
和
五
四
年
に
竣
工

し
た
葵
区
中
町
の
新
中
町
ビ
ル
で
、

そ
の
後
、
七
地
区
で
再
開
発
事
業

が
完
了
し
て
い
ま
す
。「
静
岡
駅
前

静
岡
駅
北
口
広
場
整
備
事
業

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
は
、
一
日
約
一
二

万
人
の
乗
降
客
を
有
す
る
県
都
の

玄
関
口
で
す
。

北
口
駅
前
広
場
は
、
鉄
道
高
架

事
業
に
あ
わ
せ
昭
和
五
八
年
に
面

積
約
一
〇
、
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
で
整
備
さ
れ
、
官
公
庁
や
中
心

商
店
街
に
近
い
と
い
う
地
理
的
条

件
か
ら
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
交
通
機
能

の
低
下
、
地
下
通
路
の
迷
路
性
、

バ
リ
ア
が
多
い
な
ど
安
全
性
、
利

便
性
の
面
で
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、静
岡

市
で
は
、こ
れ
か
ら
様
々
な
課
題
を

改
善
す
る
と
と
も
に
将
来
の
交
通

需
要
に
も
対
応
す
る
た
め
、「
静
岡

駅
北
口
広
場
整
備
事
業
」
に
よ
り

広
場
面
積
を
約
一
七
、
八
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
に
拡
張
整
備
し
、政
令

指
定
都
市
静
岡
の
玄
関
口
に
相
応

し
い
顔
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
上
部
分
の
整
備
と
し
て
は
、

歩
行
者
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
及
び

一
般
車
両
が
利
用
す
る
広
場
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
乗
り
換
え

の
判
り
易
さ
・
明
快
な
街
の
玄
関

空
間
の
形
成
・
広
場
に
接
続
す
る

道
路
へ
の
交
通
円
滑
化
等
を
図
る

た
め
、
中
央
に
ま
と
ま
り
の
あ
る

広
場
空
間
を
確
保
し
、
東
側
に
バ

ス
乗
降
場
、
西
側
に
タ
ク
シ
ー
・

一
般
車
乗
降
場
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
幹
線
道
路
へ
の
出
入
口
に

つ
い
て
も
集
約
化
を
図
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
等
の
乗
降
場
に
つ
い
て
も

現
在
の
駅
前
広
場
機
能
を
上
回
る

台
数
の
確
保
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

地
下
部
分
に
つ
い
て
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
及
び
地
下
通
路
の
迷

路
性
の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
現

在
の
地
下
通
路
の
交
差
点
付
近
に

吹
き
抜
け
空
間
を
確
保
し
た
開
放

的
な
約
一
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
の
地
下
広
場
を
整
備
し
、
こ
の

地
下
広
場
と
地
下
駐
車
場
エ
キ
パ

と
を
結
ぶ
地
下
通
路
を
新
た
に
整

備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
施
設
と

し
て
は
、
地
下
広
場
か
ら
地
上
広

場
へ
の
出
入
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
計

画
で
す
。

静
岡
駅
北
口
広
場
整
備
事
業
は
、

平
成
二
〇
年
夏
の
完
成
目
指
し
整

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
、
二
つ
の
事
業
に
よ
り
、

静
岡
駅
北
口
周
辺
が
、
政
令
指
定

都
市
静
岡
の
玄
関
口
に
相
応
し
い
、

賑
わ
い
と
風
格
の
あ
る
高
次
都
市

機
能
の
集
積
し
た
都
市
空
間
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
97
期

漆
畑
利
和
）

紺
屋
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」

は
、
本
市
で
九
番
目
と
な
る
組
合

施
行
の
再
開
発
事
業
と
な
り
ま
す
。

静
岡
駅
前
紺
屋
町
地
区
は
、
本

市
の
中
心
商
業
地
及
び
業
務
地
で

あ
る
静
岡
中
心
の
北
の
玄
関
口
に

位
置
す
る
街
区
で
、
今
回
の
計
画

で
は
、
南
側
を
東
西
に
走
る
国
道

一
号
、
東
、
西
及
び
北
側
を
市
道

で
囲
ん
だ
、
約
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

区
域
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
概
要
と
し
て
は
、店
舗
、

事
務
所
、
公
共
公
益
施
設
の
用
途

を
も
つ
複
合
棟
と
駐
車
場
棟
の
二

棟
の
建
築
物
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

複
合
棟
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
、
地
下
二

階
、
地
上
二
五
階
、
高
さ
約
一
二

五
メ
ー
ト
ル
で
、
駐
車
場
棟
は
、

鉄
骨
造
、
地
下
一
階
、
地
上
一
〇

階
の
一
一
層
構
造
、
高
さ
約
三
五

メ
ー
ト
ル
の
自
走
式
駐
車
場
を
予

定
し
て
お
り
、
複
合
棟
と
駐
車
場

棟
を
合
わ
せ
た
延
床
面
積
が
約
五

三
、
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な

る
計
画
で
す
。

建
築
物
周
辺
は
、
高
度
利
用
地

区
の
制
限
に
よ
り
建
物
壁
面
の
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
を
お
こ
な
い
、
こ
れ

に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
者

空
間
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
紺

屋
町
地
下
街
と
の
接
続
に
つ
い
て

も
、
地
区
内
に
吹
き
抜
け
広
場
（
サ

ン
ク
ン
ガ
ー
デ
ン
）
を
設
け
、
賑

わ
い
を
生
む
歩
行
者
空
間
と
地
下

広
場
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

静
岡
駅
前
紺
屋
町
地
区
再
開
発

事
業
は
、
平
成
一
九
年
度
に
施
設

建
築
物
工
事
に
着
手
し
、
平
成
二

一
年
度
の
竣
工
を
目
指
し
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
市
で
は
、
こ
の
事
業
に
併

せ
、
公
共
公
益
施
設
と
し
て
、
平
成

二
二
年
度
ま
で
に
、
本
格
的
な
「
市

立
美
術
館
」を
開
設
の
予
定
で
す
。

転
居
の
際
は
一
報
を

同
窓
会
報
発
送
の
際
、
宛
先
不

明
で
事
務
局
に
戻
っ
て
く
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

五
月
号
は
、
例
年
、
数
百
通
が
戻

っ
て
き
て
い
ま
す
。
事
務
局
と
し

て
は
、宛
先
不
明
に
な
っ
た
場
合
、

そ
の
後
、
同
窓
会
報
を
送
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
転
居
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
、

事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
メ

ー
ル
で
の
連
絡
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
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■
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よ
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よ
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よ
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よ
り

事
務
局
だ
よ
り

11
月
３
日
に
同
窓
会
総
会

伊
藤
元
重
氏
が
記
念
講
演
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紺
屋
町
に
125
メ
ー
ト
ル
複
合
棟

駅
北
口

地
上
も
地
下
も
快
適
に

広

場

21
年
度
の
完
工
を
目
指
す

静
岡
市
は
平
成
一
七
年
七
月
に
全
国
で
一
四
番
目
と
な
る
政
令
指
定
都
市
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
市
の
目
指
す
街
の
姿
に
つ
い
て
、

総
合
計
画
で
は
、「
活
発
に
交
流
し
価
値
を
創
り
合
う
自
立
都
市
」
を
目
指
し
、
こ
の
中
で
都
市
計
画
事
業
を
担
う
都
市
局
は
、「
安
全
、

快
適
、
活
力
あ
る
市
民
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
戦
略
と
し
て
掲
げ
、
都
市
基
盤
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地上25階の複合棟がJR駅北口、紺屋町地区に出現する

JR北口駅前広場はすっきりした姿に……


